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　泉中女子ソフト部は、今年の春県南総合体育大会　泉中女子ソフト部は、今年の春県南総合体育大会
で見事に優勝し、夏第５７回福島県中学校体育大会でで見事に優勝し、夏第５７回福島県中学校体育大会で
第３位となり、日頃の練習の成果が実った。第３位となり、日頃の練習の成果が実った。
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センチュー・ファイトー
限界に挑戦！！

泉中女子ソフト部のみなさん泉中女子ソフト部のみなさん



議 会 だ よ り （２）平成26年11月5日

99 月 定 例月 定 例 会会

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
、
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い

て
、
市
町
村
が
定
め
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
当
該
基
準
に
つ

い
て
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
条
例

で
定
め
た
基
準
に
基
づ
い
て
確

認
、
認
可
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
当
該
基
準
に
つ
い
て
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

議案番号 議　　　　　案　　　　　名 採決
車

田

渡

邊

塩

澤

小

林

鈴

木

飯

島

大
和
田

田

子

西

川

三

瓶
森
須

藤

議案第43号 平成25年度玉川村上水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第44号 指定金融機関の指定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第45号 玉川村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の制定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第46号 玉川村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第47号 玉川村公園設置条例の一部を改正する条例 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第48号 平成26年度玉川村一般会計補正予算（第２号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第49号 平成26年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第50号 平成26年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第51号 平成26年度玉川村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第52号 平成26年度玉川村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第53号 平成26年度玉川村上水道事業会計補正予算（第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第１号 平成25年度玉川村一般会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第２号 平成25年度玉川村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第３号 平成25年度玉川村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第４号 平成25年度玉川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第５号 平成25年度玉川村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

認定第６号 平成25年度玉川村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 欠 ― ―

発議第５号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 提 ○ ○ 欠 ○ ○

発議第６号 手話言語法制定を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ 提 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

発議第７号 被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金による就学支援事業の継続を求
める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 提

※読みやすくするため、議案件名を一部省略、議事の進行の順序を入れ替えています。
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例

村
特
定
教
育
・
保
育
施

村
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保

設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す

育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
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保
育
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業
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村
家
庭
的
保
育
事
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等

の
設
備
及
び
運
営
に
関

の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条

す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定

例
の
制
定

次 回 の 定 例 会 　 1 2 月 中 旬 予 定
議会を傍聴しませんか　 9月定例会の傍聴人数6人（平成26年累計傍聴人数28名）

審議議案と各議員の賛否（9月定例会）　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄



議 会 だ よ り（３） 平成26年11月5日

あ ら ま し
　玉川村議会９月定例会は９月１２日から１９日までの８日間の会期で開催されました。
　今回の議会では、条例の制定や改正の議案３件、補正予算議案６件、決算の認定等
７件、報告１件、議員発議３件、指定金融機関の指定が提案されました。
　また、一般質問には５名の議員が登壇し村執行部の考えを質しました。

　

条
例
に
総
合
運
動
公
園
を
追
加

し
、
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
４

６
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
39
億
９
７
０
８
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
補
正
の
主
な
も
の
は
、
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
４
万
１
千
円

追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
億
６
５

１
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

●
繰
越
金　
　
　

１
４
９
９
万
円

※
歳
出
の
主
な
も
の

●
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

８
９
９
万
３
千
円

●
諸
支
出
金　

５
９
１
万
５
千
円

問　

大
和
田
宏
議
員

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
の
内
容

は
。

答　

イ
ノ
シ
シ
一
頭
２
万
円
、
合

計
10
頭
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

大
和
田
宏
議
員

導
入
牛
育
成
支
援
事
業
補
助
金
の

内
容
は
。

答　

現
在
13
頭
の
実
績
が
あ
り
、

今
後
も
需
要
が
見
込
ま
れ
る
た
め

15
頭
の
追
加
補
正
を
し
た
。

問　

塩
澤
重
男
議
員

滞
納
対
策
の
取
組
み
は
。

答　

滞
納
対
策
本
部
会
議
を
開
催

し
、
悪
質
な
場
合
は
、
上
水
道
で

あ
れ
ば
給
水
停
止
を
行
う
。

　

税
等
は
、会
社
へ
の
給
与
照
会
を

実
施
し
、差
押
え
を
行
って
い
る
。

　

歳
入
歳
出
総
額
に
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

●
繰
越
金　
　

７
８
５
万
３
千
円

●
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　

△
７
８
５
万
３
千
円

　

歳
入
歳
出
総
額
に
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

●
繰
越
金　
　

１
８
０
万
４
千
円

●
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　

△
１
８
０
万
４
千
円

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
２
０
５
万
４
千
円
減
額

し
、
１
億
８
６
３
９
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

※
収
益
的
収
入
の
主
な
も
の

●
他
会
計
補
助
金

　
　
　
　
　

△
２
０
５
万
４
千
円

※
収
益
的
支
出
の
主
な
も
の

●
配
水
及
び
給
水
費

　
　
　
　
　
　
　
　

13
万
６
千
円

●
総
係
費　
　
　

△
２
１
９
万
円

　

平
成
25
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

問問

補
正
予
算

指
定
金
融
機
関
の
指
定

村
公
園
設
置
条
例
の
一

村
公
園
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
26
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

平
成
26
年
度
上
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
26
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

区分 款 補正額 備　　　　考

歳入

地方交付税 121,894 普通交付税

繰越金 99,064 繰越金

国庫支出金 22,894 社会保障・税番号制度システム整備費補助金等

繰入金 △ 76,828 財政調整積立金繰入金等

歳出

総務費 98,346 財政調整積立金等

教育費 30,942 小学校統合推進事業等

土木費 20,220 生活環境基盤整備

一般会計の歳入・歳出の主なもの（単位：千円）表 1

　

２
年
交
代
で
指
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
10
月
31
日
で

あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合
の

契
約
が
満
了
と
な
る
。
11
月
１
日

よ
り
須
賀
川
信
用
金
庫
を
指
定
し

た
い
の
で
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

の
確
定
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
、
14
万
９
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
４
８
３
９
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
歳
入
の
主
な
も
の

●
繰
越
金　
　
　
　

14
万
９
千
円

※
歳
出
の
主
な
も
の

●
繰
出
金　
　
　
　
　
　

15
万
円

●
予
備
費　
　
　
　
　

△
１
千
円

答答

問答



議 会 だ よ り平成26年11月5日 （４）

決
算
の
認
定

平
成
平
成
2525
年
度
の

年
度
の

村
財
政
運
営
状
況

村
財
政
運
営
状
況

　

震
災
復
興
特
別
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
等
が
増
と
な
っ
た
一
方
、

村
内
立
地
企
業
の
業
績
低
迷
等
に

よ
り
地
方
税
の
減
、
市
町
村
公
共

施
設
支
援
事
業
等
の
減
に
よ
り
県

支
出
金
が
大
幅
減
と
な
り
、
歳
入

総
額
は
減
少
と
な
っ
た
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
事
情

の
な
か
、
重
点
事
業
と
し
て
計
画

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
は
、
国
・
県
等
へ
の
依
存

財
源
は
25
億
９
８
２
０
万
１
千
３

６
６
円
で
64
・
６
％
、
自
主
財
源

は
14
億
１
７
０
２
万
４
千
５
９
８

円
で
35
・
４
％
で
あ
っ
た
。

　

歳
出
は
、
物
件
費
の
節
減
を
図

り
、
公
債
費
の
確
実
な
償
還
を
実

施
し
、
住
民
福
祉
の
充
実
を
目
指

し
、
投
資
的
経
費
の
計
画
的
執
行

に
努
め
た
結
果
、
歳
出
合
計
は
38

億
４
１
７
５
万
９
千
０
６
２
円
と

な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
で
１
億
７
３

４
６
万
６
千
９
０
２
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
２

４
４
０
万
２
千
０
０
０
円
を
除
く

と
１
億
４
９
０
６
万
４
千
９
０
２

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

（
表
３
を
参
照
）

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

収
入
済
額
９
億
３
３
６
４
万
１

千
３
２
９
円
で
、支
出
済
額
８
億
９

０
３
３
万
２
千
０
１
６
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
残
金
は
、４
３
３
０

万
９
千
３
１
３
円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支

出
金
で
２
億
９
１
２
０
万
３
千
０

４
３
円
、
保
険
税
で
２
億
０
７
６

２
万
２
千
０
３
２
円
、
共
同
事
業

交
付
金
で
１
億
２
３
０
３
万
２
千

し
た
教
育
の
振
興
、
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
農
業
・
工
業
・
商
業

振
興
、
生
活
環
境
基
盤
整
備
、
健

康
づ
く
り
の
向
上
推
進
、
地
域
交

流
活
性
化
推
進
等
に
係
る
諸
事
業

に
つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
各
特
別
会
計
に
お
い
て

も
予
算
内
で
事
業
が
執
行
さ
れ
、

各
会
計
と
も
黒
字
で
決
算
と
な
っ

た
。（
表
２
・
表
３
を
参
照
）

９
５
８
円
、
前
期
高
齢
者
交
付
金

で
１
億
０
９
８
７
万
６
千
６
０
９

円
と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給

付
費
で
５
億
８
１
９
５
万
２
千
８

８
４
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

で
１
億
１
０
５
１
万
４
千
２
２
０

円
、
共
同
事
業
拠
出
金
で
１
億
０

８
０
３
万
２
千
２
０
５
円
と
な
っ

た
。

【
そ
の
他
の
特
別
会
計
】

　

他
の
特
別
会
計
及
び
上
水
道
事

業
会
計
の
決
算
は
、
表
３
、
表
４

の
と
お
り
で
あ
る
。

村税

地方交付税

国県支出金

村債

その他

一般会計歳入前年度比

一般会計歳出前年度比

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20億円

本年度
前年度

693,716,115

746,610,160

693,716,115

746,610,160

1,545,829,000

1,561,856,000

1,545,829,000

1,561,856,000

692,873,366

724,651,798

692,873,366

724,651,798

220,200,000

226,800,000

220,200,000

226,800,000

862,607,483

922,456,742

862,607,483

922,456,742

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

74,266,701
75,822,229
74,266,701
75,822,229

559,471,571
565,182,853
559,471,571
565,182,853

783,955,188
807,656,814
783,955,188
807,656,814

563,929,823
403,709,919

563,929,823
403,709,919

125,000
105,000
125,000
105,000

322,858,871
297,383,276
322,858,871
297,383,276

80,500,931
69,912,751
80,500,931
69,912,751

250,905,408

158,394,368
169,646,082
158,394,368
169,646,082

215,173,103215,173,103
250,905,408

215,173,103

354,072,343
334,047,681
354,072,343
334,047,681

20,092,500
91,942,830

20,092,500
91,942,830

463,043,251
476,556,352
463,043,251
476,556,352

210,143,177
401,978,277

210,143,177
401,978,277

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9億円

本年度
前年度

表３　平成25年度各種会計の決算状況 （単位：円）
会　計　区　分 歳　入 歳　出
一　般　会　計 4,015,225,964 3,841,759,062

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 933,641,329 890,332,016
介 護 保 険 441,858,551 426,867,276
後 期 高齢者医療 46,427,974 46,277,647
農業集落排水事業 178,143,953 170,289,936
簡 易 水 道 事 業 20,054,560 18,249,269
合　　　　計 5,635,352,331 5,393,775,206

表４　上水道事業会計決算状況 （単位：円）
総　収　益 総　費　用 総　利　益
191,794,656 180,305,270 11,489,386

表2
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監
査
報
告

　

平
成
25
年
度
の
決
算
審
査
は
、

７
月
30
日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
の

期
間
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
監
査
委
員
よ
り
次

の
と
お
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

【
各
種
会
計
状
況
】

　

各
会
計
で
繰
越
金
を
計
上
で
き

た
の
は
、事
業
の
見
直
し
や
経
費
削

減
に
努
め
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
繰
入
金

が
入
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
繰

入
金
を
で
き
る
だ
け
縮
減
し
予
算

執
行
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
上
水
道
事
業
会
計
は
、

供
給
単
価
１
８
９
・
02
円
に
対
し
、

給
水
原
価
は
３
６
４
・
95
円
で
あ

り
１
㎥
当
た
り
１
７
５
・
93
円
の
持

ち
出
し
と
な
っ
て
お
り
、
対
前
年

比
12
・
37
円
悪
化
し
て
い
る
。

　

漏
水
防
止
等
の
対
策
を
徹
底
し

有
収
率
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
経
営

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

　

新
た
な
水
源
確
保
、
水
道
施
設

設
備
更
新
や
簡
易
水
道
事
業
と
の

統
合
問
題
等
の
予
定
も
あ
る
た

め
、
本
村
の
方
向
性
を
確
立
し
、

安
心
で
安
全
な
水
の
安
定
供
給
確

保
に
努
め
る
よ
う
希
望
す
る
。

【
財
産
管
理
】

　

有
価
証
券
、出
資
金
、預
金
、現
金

管
理
、資
金
運
用
は
適
正
で
あ
る
。

【
滞
納
額
】

　

滞
納
額
は
、
表
５
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

滞
納
金
は
財
政
計
画
及
び
行
政

の
公
平
・
公
正
の
点
か
ら
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
積
極
的
な

改
善
対
策
を
求
め
る
。

【
未
登
記
】

　

未
登
記
件
数
は
年
度
末
現
在
５

２
０
筆
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
今

後
も
未
登
記
件
数
の
減
少
、
早
期

解
消
に
努
力
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。

区　分 滞納額 区　分 滞納額

村 　 税 48,069 簡易水道使用料 840

国 保 税 45,791 下水道使用料 11,231

介 護 保 険 料 1,650 緑資源償還金 36,089

住 宅 使 用 料 25,475 上水道使用料 19,971

表 5　滞納額 （単位：千円）

【 監 査 委 員 の 決 算 審 査 報 告・ 意 見 】
≪一般会計≫
　滞納金総額は169,147千円で、対前年比1,980千円の減少となりました。
　県内金融経済概況によりますと、「県内経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動
が和らいできており、回復しつつある」とのことでありますが、本村においてはまだまだ景気回
復は実感できない状況にあります。
　このような状況下での徴収は大変困難を伴うものであり、滞納者の実態を的確に把握して
適切な滞納整理を行い、滞納金の圧縮に一層努力されるよう強く望むものです。担当課を中
心に取り組んでいると思いますが、情報の共有化を図り村民の義務としての村税納付を向上
させ、不公平感が発生しないよう、さらに徴収体制を充実させていただきたい。
　多額の滞納金は財政計画に大きな影響を及ぼしますので、積極的な対応を図るよう要望する。
　業務面について、
⑴　社会福祉協議会への補助金交付について、次期繰越利益が約1億円ある団体に平成26
年度予算において31,885千円が計上されている。補助金交付の基準について再考を望
む。
⑵　玉川村の商工振興という目的で敬老祝金が商品券で支給されましたが、138枚が未使用
となった。今後このような取扱いについては、もっ
と深く考慮すべきである。
⑶　須釜支所について、正職・嘱託2名体制で事務
処理をし、平成25年度1年間の実績は取扱件数
1,810件、手数料収入514,790円であり、1日当
り7.4件、2,109円となっている。
　　住民サービスとはいえ、事務量に対して効率的
人員配置とは考えられない。
　　最近の役場全体としての事務量増加傾向の
中、須釜支所のあり方について再考すべきである
と考える。 完成した健康の駅の健康増進器具完成した健康の駅の健康増進器具
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健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
の
審
査
・
報
告

　

村
執
行
当
局
よ
り
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る

指
標
の
報
告
が
監
査
委
員
に
行
わ

れ
た
。

　

表
６
及
び
表
７
の
と
お
り
、
一

般
会
計
等
に
お
け
る
健
全
化
判
断

比
率
、
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
の
指
標
が
報
告
さ
れ
、

表６　健全化判断比率

健全化判断比率 平成 25 年度 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 －％ 15.0％

連結実質赤字比率 －％ 20.0％

実質公債費比率 12.9％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 38.4％ 350.0％

※－%赤字がないため算出されない。※－%赤字がないため算出されない。

表７　資金不足比率

特 別 会 計 の 名 称 資金不足比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 －％ 20.0％

簡易水道事業特別会計 －％ 20.0％

農業集落排水事業特別会計 －％ 20.0％

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

【
請
願
者
】

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会　

福
島
県
連
合
会
石
川
地
区
連
合

議　
　

長　

鈴
木　

茂
彰

紹
介
議
員　

三
瓶　
　

力

　

付
託
を
受
け
た
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。

●
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】

社
団
法
人
福
島
県
聴
覚
障
害
者
協
会

会　
　

長　

吉
田　

正
勝

福
島
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

会　
　

長　

佐
藤　

政
昭

福
島
県
手
話
通
訳
問
題
研
究
会

会　
　

長　

清
水
久
美
子

紹
介
議
員　

三
瓶　
　

力

　

付
託
を
受
け
た
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
採
択

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

請

願

意
見
書（
議
員
発
議
）

　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
と
、
手
話
言
語
法
制

定
を
求
め
る
意
見
書
及
び
、
被
災

児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特
例

交
付
金
に
よ
る
就
学
支
援
事
業
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
、
議
員
発
議
で
本
会
議
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

政
府
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基
準
及
び

経
営
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
報
告
が
さ
れ
た
。

　

監
査
委
員
よ
り
平
成
25
年
度
健

全
化
判
断
比
率
等
の
内
容
は
、
算

出
根
拠
書
類
も
整
備
さ
れ
適
正
と

認
め
た
。

　

今
後
と
も
財
政
の
健
全
化
の
た

め
、
適
正
か
つ
計
画
的
な
財
政
運

営
を
維
持
さ
れ
る
よ
う
希
望
す

る
。

年度別一般会計歳出決算性質別集計表
（単位：千円、％）

区　　分
平成２５年度 平成２４年度 比較増減

決算額 構成比 決算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 612,615 16.0 634,907 16.2 △ 22,292

扶 助 費 316,177 8.2 308,035 7.9 8,142

公 債 費 463,043 12.1 476,556 12.2 △ 13,513

小 　 計 1,391,835 36.3 1,419,498 36.3 △ 27,663

投
資
的

経　

費

普 通 建 設 事 業 費 436,413 11.4 341,828 8.7 △ 94,585

災 害 復 旧 事 業 費 37,776 1.0 116,747 3.0 △ 78,971

小 　 計 474,189 12.4 458,575 11.7 15,614

そ
の
他
の
経
費

物 件 費 646,782 16.8 543,840 13.9 102,942

維 持 補 修 費 42,046 1.1 51,730 1.3 △ 9,684

補 助 費 等 604,117 15.7 546,252 14.0 57,865

積 立 金 332,602 8.7 502,951 12.9 △ 170,349

投資・出資・貸付費 9,373 0.2 13,256 0.3 △ 9,883

繰 出 金 339,572 8.8 365,690 9.4 △ 26,118

小 　 計 1,974,492 51.3 2,029,719 52.0 △ 55,227

合　　計 3,840,516 100.0 3,907,792 100.0 △ 67,276
※決算統計上、後期高齢者医療広域連合健康診査事業費が決算額から控除されています。

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。

●
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
臨

時
特
例
交
付
金
に
よ
る
就
学
支
援

事
業
の
継
続
を
求
め
る
請
願

【
請
願
者
】

福
島
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長　

角
田　

政
志

福
島
県
教
職
員
組
合
石
川
支
部

支
部
長　

星　
　

恵
子

紹
介
議
員　

三
瓶　
　

力

　

付
託
を
受
け
た
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、
採
択

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
審
議

結
果
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
全
員

異
議
な
し
で
採
択
さ
れ
た
。
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飯
島
三
郎
議
員

Ｑ　

表
彰
規
程
に
つ
い
て

問　

玉
川
村
民
の
中
で
は
、
数
々

の
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
が

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特
に
、
村

民
に
感
動
や
夢
、
希
望
を
与
え
た

方
に
は
村
民
名
誉
賞
を
贈
り
今
後

に
期
待
を
し
、
さ
ら
な
る
支
援
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
村
長
の
考
え
を
問
う
。

答　

そ
の
よ
う
な
方
や
団
体
が
あ

っ
た
場
合
は
、
支
援
を
し
て
、
今

後
検
討
し
た
い
と
思
う
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
、
村
の
表
彰
条
例
に

基
づ
く
表
彰
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
自
治

体
の
状
況
を
見
る
と
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
方
や
ノ
ー
ベ

ル
賞
等
を
受
賞
さ
れ
た
方
に「
名

誉
賞
」で
は
な
く「
栄
誉
賞
」を
お

贈
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
よ
う
な
方
が
輩
出
さ

れ
た
場
合
は
、
条
例
等
の
整
備
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

通　告　者 質　　　　　問　　　　　事　　　　　項

飯　島　三　郎 １　表彰規程について

渡　邊　一　雄 １　除染の対応と仮置場の管理について
２　消防施設整備について

小　林　徳　清 １　県道玉川田村線の歩道未整備部分について
２　村道中－１７号線の道路整備について

塩　澤　重　男 １　農業振興に係る諸施策について
２　玉川村振興計画について

鈴　木　忠　雄 １　堰の土砂等の除去について
２　生産物直売所の改善について

５人の議員が村政を問う

る
。

問　

過
去
に
名
誉
賞
に
当
る
該
当

者
は
何
人
ぐ
ら
い
い
た
か
。

答　

当
村
で
は「
名
誉
賞
」の
表
彰

規
程
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
者
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
各
種
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
は
玉

川
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
で
建
設
大
臣
及
び

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お

り
ま
す
。
個
人
で
は
、
生
活
環
境

改
善
事
業
功
労
者
と
し
て
や
、
菊

花
の
品
評
会
や
農
産
物
品
評
会
、

絵
画
等
で
各
種
大
臣
賞
を
受
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

問　

今
後
該
当
者
が
い
れ
ば
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
方
が
輩
出
さ
れ

た
場
合
は
、
条
例
等
を
整
備
し
、

そ
の
中
で
褒
賞
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問

問問

答

答答
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渡
邊
一
雄
議 

員

Ｑ　

除
染
の
対
応
と
仮
置
場
の
管
理
は
。

Ａ　

国
・
県
に
要
望
し
一
日
も
早
い
搬
出
を
。

Ｑ  
消
防
施
設
整
備
は
。

Ａ  

総
合
的
判
断
を
し
対
応
。

問　

村
の
除
染
に
つ
い
て
は
、東
部

地
区
に
お
い
て
は
除
染
が
完
了
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、西
部
地
区
に

お
い
て
は
除
染
後
の
検
査
を
し
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、ど
の
よ

う
な
対
応
に
な
って
い
る
か
問
う
。

答　

村
で
は
、福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
に
よ

る
健
康
と
経
済
活
動
へ
の
影
響
を

排
除
す
る
た
め
に
除
染
計
画
を
策

定
し
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、優
先

順
位
に
沿
っ
て
計
画
的
に
除
染
を

実
施
し
て
い
る
。「
放
射
線
量
測
定

調
査
に
関
す
る
意
向
確
認
」を
行

い
、敷
地
内
調
査
の
希
望
を
確
認
し

た
上
で
、線
量
調
査
を
実
施
し
、基

準
値
を
超
え
る
線
量
が
測
定
さ
れ

た
場
所
の
除
染
作
業
を
行
い
、作
業

後
に
、線
量
が
基
準
値
以
下
に
低

減
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。ま

た
、除
染
作
業
に
伴
い
発
生
し
た
土

問　

本
年
度
４
月
１
日
か
ら
須
賀

川
消
防
玉
川
分
署
と
し
て
24
時
間

体
制
と
な
り
、
村
民
の
安
全
・
安

心
・
救
急
の
対
応
に
大
変
期
待
を

し
て
い
ま
す
。
村
消
防
団
活
動
も

団
員
確
保
が
毎
年
各
分
団
と
も
に

の
う
等
に
つ
い
て
は
、掘
削
し
て
フ
レ

コ
ン
バッ
ク
に
入
れ
埋
設
し
、覆
土
し

て
遮
蔽
し
、遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
敷

地
内
に
保
管
し
て
い
る
。こ
の
よ
う

な
作
業
を
村
内
全
域
で
同
様
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

問　

青
井
沢
に
建
設
さ
れ
た
仮
置

場
に
つ
い
て
は
２
年
が
経
過
し
て
お

り
、フ
レ
コ
ン
バッ
ク
に
つ
い
て
は
３
年

が
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
と
フ
レ
コ
ン
バッ
ク
に

劣
化
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、現
存
の
仮
置
場
の
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

答　

村
内
の
学
校
等
の
除
染
工
事

を
平
成
24
年
３
月
に
実
施
し
、発

生
し
た
土
の
う
等
を
フ
レ
コ
ン
バッ
ク

に
入
れ
て
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、

仮
置
場
に
搬
入
し
、平
成
25
年
７

月
に
工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。仮

置
場
は
、地
面
を
掘
削
し
、良
質
土

に
置
換
え
、そ
の
上
に
遮
水
シ
ー
ト

を
敷
き
、粘
性
土
で
盛
土
し
、そ
の

上
に
搬
入
し
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
を

設
置
し
て
い
ま
す
。フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク

の
外
側
に
は
良
質
土
を
充
填
し
た

大
型
土
の
う
を
遮
蔽
の
た
め
に
設

置
し
、上
部
は
遮
蔽
用
に
良
質
土

を
盛
土
し
て
、最
後
に
遮
水
シ
ー
ト

で
覆
っ
て
い
ま
す
。排
水
は
、下
部
の

粘
性
土
層
で
集
水
し
て
管
を
通
し

て
、雨
水
等
と
併
せ
て
水
路
に
配
水

し
て
い
ま
す
。放
射
能
濃
度
測
定

は
、環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、週
一
度
の
空
間
線

量
、月
一度
の
地
下
水
、浸
出
水
の
測

定
を
し
公
表
し
て
い
ま
す
。使
用
し

て
い
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
３
年
相
当
以
上
の
も
の

を
使
用
し
遮
蔽
し
て
い
ま
す
が
、一

日
も
早
く
搬
出
で
き
る
よ
う
、国・

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

難
し
く
苦
労
を
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
村
と
し
て

設
備
の
充
実
を
図
り
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

各
分
団
の
消
防
屯
所
で
す
が
整

備
さ
れ
た
所
と
整
備
さ
れ
て
い
な
い

所
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
の
か
問
う
。

答　

玉
川
村
消
防
団
11
分
団
の
う

ち
、屯
所
が
独
立
し
て
な
い
地
区
は
、

川
辺・蒜
生・北
須
釜・吉・山
小
屋
の

５
分
団
で
す
。こ
の
う
ち
山
小
屋
分

団
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
内
完

成
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。近
年
で
は
岩
法
寺
分
団
、竜
崎

分
団
を
整
備
し
て
い
ま
す
。今
後
も

地
元
の
要
望
を
受
け
、財
政
状
況
等

を
勘
案
し
、総
合
的
に
判
断
し
て
対

応
し
た
い
。

問　

消
火
栓
に
つ
い
て
、多
く
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
消
火
栓

は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
設
置
さ
れ

て
い
る
か
問
う
。

答　

現
在
、
地
下
式
68
カ
所
、
地

上
式
72
カ
所
の
合
計
１
４
０
カ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
。
消
火
栓
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
に

要
望
の
あ
り
ま
し
た
川
辺
地
区
に

１
カ
所
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
地
域
の
事
情
に

精
通
し
て
い
る
地
元
と
の
話
し
合

い
を
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問　

防
火
用
水
池
が
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
作
ら
れ
て
い
る
所
、
た
め

池
で
の
用
水
池
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
問
う
。

答　

現
在
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
ふ
た

の
か
か
る
も
の
が
61
カ
所
、ふ
た
の

か
か
ら
な
い
も
の
が
20
カ
所
の
合
計

81
カ
所
の
防
火
水
槽
が
あ
り
ま

す
。こ
の
他
に
た
め
池
等
が
あ
り
ま

す
。防
火
水
槽
の
整
備
は
、25
年
度

に
四
辻
地
区
に
２
カ
所
、来
年
度
に

は
、竜
崎
地
区
に
１
カ
所
、整
備
す

る
計
画
と
な
って
い
ま
す
。管
理
に
つ

い
て
は
、地
元
で
管
理
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、今
後
も
地
元
と
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答 答

答

新築された屯所新築された屯所
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Ｑ　

県
道
玉
川
・
田
村
線
の
歩
道
未
整
備
部
分
は
。

Ａ　

県
に
要
望
し
以
前
か
ら
働
き
か
け
て
い
る
。

Ｑ　

村
道
中

－

17
号
線

　
　

道
路
整
備
は
。

Ａ　

補
助
事
業
で
取
り

　
　

組
む
こ
と
で
計
画
し

　
　

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
県

道
玉
川
・
田
村
線
の
岩
法
寺
、
中

区
境
の
カ
ー
ブ
の
所
で
相
当
な
長

さ
で
、
歩
道
が
未
整
備
と
な
っ
て

お
り
、
危
険
極
ま
り
な
い
状
態
で

あ
る
が
長
期
間
放
置
さ
れ
て
き
た

経
緯
を
問
う
。

答　

当
該
箇
所
の
前
後
は
、
平
成

８
年
度
か
ら
平
成
11
年
度
に
わ
た

り
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

当
時
、
土
地
所
有
者
と
の
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
在
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
は
、

そ
の
後
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
道

路
管
理
者
で
あ
る
福
島
県
に
、
要

望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
以
前
か

ら
働
き
か
け
を
行
って
い
る
。

　

長
期
間
放
置
さ
れ
て
き
た
と

は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問　

通
学
路
で
も
あ
る
こ
の
場
所 小

林
徳
清
議 

員

を
村
長
、
教
育
長
は
承
知
し
て
い

た
か
。

答　
（
村
長
）認
識
し
て
い
る
。
機

会
が
あ
る
ご
と
に
、
県
に
要
望
を

し
て
い
る
。

（
教
育
長
）学
校
の
地
区
懇
談
会
で

も
上
が
っ
て
い
る
の
で
認
識
し
て

い
る
。
安
全
な
通
学
路
と
し
て
早

急
に
整
備
し
て
ほ
し
い
。

問　

平
成
23
年
３
月
の
施
政
方
針

の
生
活
基
盤
の
整
備
の
中
で
、
国

道
・
県
道
の
歩
道
未
整
備
区
間
の

整
備
促
進
に
努
力
す
る
と
、
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
る
が
、
長
期
間
整

備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
況
を
努
力

し
て
き
た
と
、
村
民
は
納
得
し
な

い
と
思
う
が
、
信
念
を
問
う
。

答　

安
全
、
安
心
な
地
域
づ
く
り

の
信
念
は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

県
に
対
し
て
の
要
望
の
み

で
、
地
元
と
し
て
の
土
地
所
有
者

へ
の
、
協
力
要
請
が
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答　

県
の
事
業
執
行
に
つ
い
て

は
、
県
は
予
算
が
あ
っ
て
、
地
権

者
に
工
事
の
内
容
を
説
明
、
道
路

の
設
計
を
し
て
工
事
を
行
う
流
れ

で
す
。
県
が
予
算
措
置
を
し
な
い

の
に
、
用
地
交
渉
は
進
ま
な
い
と

思
う
。
村
の
予
算
で
県
の
事
業
を

や
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
常
に

県
に
早
急
に
実
施
で
き
る
よ
う
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

問　

用
地
交
渉
を
何
回
実
施
し
た

か
。

答　

工
事
が
平
成
８
年
か
ら
11
年

に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
以

降
は
、
村
で
は
伺
っ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

問　

自
助
努
力
せ
ず
県
に
要
望
の

み
で
は
、
他
力
本
願
で
積
極
果
敢

に
、
取
り
組
ん
で
き
た
痕
跡
が
見

ら
れ
な
い
。
県
の
立
場
か
ら
は
、

地
元
の
合
意
形
成
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

答　

用
地
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
難

し
い
部
分
が
あ
り
、
交
渉
が
よ
い

方
向
に
い
く
の
か
を
判
断
し
、
村

と
し
て
安
全
、
安
心
な
道
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。

問　

今
後
は
責
任
回
避
と
と
ら
れ

問　

平
成
19
年
に
中
地
区
よ
り
請

願
提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
た
数
多
く

の
未
着
工
の
中
の
一
件
で
す
が
生

活
道
路
で
あ
る
。
簡
易
的
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
は
さ
れ
て
い
る
が

幅
員
が
狭
く
通
行
に
不
便
を
き
た

し
て
い
ま
す
。
整
備
す
る
こ
と
で

周
辺
開
発
も
進
み
、
定
住
化
促
進

施
策
に
も
合
致
す
る
も
の
と
思

う
。
利
用
者
の
永
年
の
不
便
を
解

消
し
安
全
、
安
心
な
道
路
づ
く
り

に
、
早
期
に
整
備
す
べ
き
と
思
う

の
で
補
助
事
業
、
村
単
独
事
業
で

取
り
組
め
な
い
か
。

答　

財
源
は
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
取
り

組
む
こ
と
で
計
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問　

実
施
の
見
通
し
は
。

答　

村
の
財
政
状
況
を
み
な
が
ら

検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

福島県が管理する県道玉川田村線の歩道福島県が管理する県道玉川田村線の歩道

か
ね
な
い
、
県
ま
か
せ
の
こ
と
と

せ
ず
、
誠
心
誠
意
積
極
的
に
村
当

局
が
主
導
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

決
し
て
県
ま
か
せ
と
し
て
き

た
こ
と
は
な
い
、
県
が
管
理
す
る

一
般
県
道
で
あ
り
村
が
主
導
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

ま
る
で
他
の
こ
と
の
よ
う
に

聞
こ
え
た
村
内
の
県
道
の
歩
道
で

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
、
真
剣
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
今
後

の
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
。

答　

是
非
議
員
の
力
添
え
を
得
な

が
ら
進
む
の
が
可
能
で
あ
る
の
な

ら
ば
取
り
組
み
た
い
。

問　

県
と
の
協
働
体
制
は
。

答　

県
の
要
請
が
あ
る
場
合
は
、

同
行
し
ま
す
。

問

問

問

問

問問 問

問

問問問

答

答 答

答

答

答答答

答

答答
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塩
澤
重
男
議 

員

Ｑ　

農
業
振
興
に
係
る
諸
施
策
は
。

Ｑ　

玉
川
村
振
興
計
画
は
。

　

農
家
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
米
価
の
下

落
で
再
生
産
意
欲
の
減
退
と
、
将

来
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
危
機

的
状
況
に
あ
る
農
業
振
興
施
策
に

つ
い
て
問
う
。

問　

玉
川
村
全
体
の「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」策
定
の
取
り
組
み
は
。

答 　

現
在
、
山
小
屋
地
区
と
四

辻
新
田
地
区
で
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
。

問　

集
落
営
農
組
織
の
活
動
状
況

と
課
題
は
。

答　

山
小
屋
、
四
辻
新
田
、
川
辺

の
３
集
落
で
活
動
。
今
後「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定
へ
発
展
さ

せ
て
い
く
。

問　

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の

解
消
と
利
用
は
。
ま
た
、
何
ha
解

消
し
た
か
。

答　

平
成
21
年
度
45
ａ
。
22
年
度

１
０
６
ａ
。
23
年
度
39
ａ
。
24
年

度
１
２
３
ａ
。
25
年
度
６
ａ
。

　

第
５
次
玉
川
村
振
興
計
画
の
進

捗
状
況
の
確
認
と
中
間
評
価
に
つ

い
て
問
う
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
収
納
率
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
か
。

答　

平
成
23
年
度
94
・
56
％
。
24

年
度
93
・
48
％
。
25
年
度
92
・
65

％
。
今
後
93
％
台
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
る
。

問　

防
犯
灯
・
街
路
灯
を
設
置
し

問問問 答答答

問　

耕
畜
連
携
の
取
り
組
み
状
況

は
。

答　
「
堆
肥
広
域
流
通
事
業
」に
よ

り
村
内
２
戸
の
農
家
と
１
事
業
者

の
堆
肥
を
村
外
の
耕
種
農
家
へ
供

給
。
耕
種
農
家
が
飼
料
作
物
を
作

付
け
し
畜
産
農
家
に
供
給
。

問　

第
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み

状
況
と
成
果
は
。

答　

村
の
特
産
品「
サ
ル
ナ
シ
」は

20
種
類
の
加
工
品
を
販
売
。「
ト

マ
ト
」は
12
種
類
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
」は
５
種
類
を
加
工
販
売
し
て

い
る
。

問　

米
に
代
わ
る
作
目
の
誘
導
は
。

答　

今
後
、
気
象
、
地
形
か
ら
本

村
に
適
し
た
作
目
の
選
定
、
導
入

に
努
め
る
。

問　

農
業
後
継
者
の
育
成
や
新
規

農
業
参
入
者
へ
の
支
援
策
は
。

答　

各
種
研
修
会
の
案
内
や
技
術

指
導
会
等
の
情
報
提
供
。
青
年
等

就
農
計
画
の
作
成
、
認
定
に
よ
る

青
年
就
農
給
付
金
等
の
受
給
も
推

進
す
る
。

問　

玉
川
村
全
体
で
取
り
組
む
特

産
品
は
。

答　

玉
川
村
の
特
産
品
は「
サ
ル

ナ
シ
」と
言
え
る
。

問　

認
定
農
業
者
の
育
成
と
確
保

は
。

答　

現
在
認
定
農
業
者
37
名
、
２

法
人
。
玉
川
村
認
定
農
業
者
協
議

会
で
情
報
交
換
や
資
材
代
の
補

助
、
施
設
園
芸
用
の
ハ
ウ
ス
設
置

費
用
の
補
助
を
実
地
。

問　

農
業
を
活
か
し
た
観
光
の
取

り
組
み
は
。

答　

農
業
と
の
関
わ
り
で
の
観
光

は
な
い
。

た
延
基
数
と
評
価
は
。　

答　

平
成
26
年
３
月
５
０
２
基
が

設
置
さ
れ
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

問　

振
興
計
画
の
中
間
審
査
は
ど

こ
で
実
施
す
る
の
か
。　

答　

今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か

け
、
各
成
果
指
標
の
進
捗
状
況
を

調
査
。
来
年
度
は
事
業
等
の
点

検
・
評
価
を
行
う
。

問　

第
６
次
玉
川
村
振
興
計
画
に

あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
い

項
目
は
施
策
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答　

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
で
き

る
限
り
多
く
の
声
を
計
画
に
反
映

し
て
い
く
。

問　

健
康
の
駅
利
用
は
、
バ
ス
の

活
用
に
よ
り
、
足
の
確
保
を
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　

10
人
乗
り
の
送
迎
用
ワ
ゴ
ン

車
を
配
備
し
た
。
バ
ス
は
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
効
率
的
な
活

用
を
図
る
。

問　

平
成
25
年
に「
玉
川
村
観
光

整
備
事
業
」で
村
内
の
観
光
の
掘

り
起
こ
し
調
査
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
と
成
果
は
。

　

ま
た
、
広
域
で
の
観
光
事
業
の

取
り
組
み
と
成
果
は
。

答　

観
光
資
源
を
検
討
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
観
光
資
源
の
活
用
方

法
を
検
討
す
る
。

　
「
い
し
か
わ
地
方
観
光
誘
客
実

行
委
員
会
」の
な
か
で「
花
と
食
で

お
も
て
な
し
、
里
山
の
原
風
景
石

川
地
方
」と
し
観
光
誘
客
促
進
を

図
る
。

問　

村
内
の
伝
統
文
化
・
伝
統
芸

能
の
継
承
に
対
す
る
支
援
策
は
。

答　

有
形
文
化
財
11
団
体
に
12
万

円
。
無
形
文
化
財
６
団
体
に
８
万

５
千
円
を
交
付
。
今
後
も
保
存
・

継
承
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
や
、

展
示
・
発
表
の
場
の
確
保
、
拡
大

等
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

問

問問問問 問

問

問

問問問

問問問 答

答

答

答

答答答答

答 答答

答答答

健康の駅利用者のための送迎車健康の駅利用者のための送迎車
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問　

乙
字
ヶ
滝
の
上
流
に
設
置
さ

れ
て
い
る
東
北
電
力
の
発
電
所
用

水
と
浜
田
用
水
に
取
水
し
て
い
る

堰
が
あ
る
。

　

そ
の
堰
の
た
め
に
土
砂
等
が
堆
積

し
て
水
位
が
上
昇
し
て
い
る
。堰
の
受

益
者
で
あ
る
東
北
電
力
と
浜
田
用
水

に
、堆
積
し
た
土
砂
等
の
除
去
を
要

請
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

乙
字
ヶ
滝
上
流
に
あ
る
前
田

川
堰
に
つ
い
て
は
、
堰
の
設
置
者

で
あ
る
須
賀
川
市
長
及
び
発
電
用

問　

村
の
農
業
振
興
を
推
進
す
る

た
め
に
、
農
業
の
６
次
産
業
化
が

重
要
で
あ
り
、
生
産
物
直
売
所
が

そ
の
中
心
的
な
一
つ
の
柱
に
な
っ

て
い
る
。

　

村
で
も
、
生
産
物
直
売
所
に
は

多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る

が
、
管
理
運
営
と
成
果
が
疑
問
視

Ｑ　

堰
の
土
砂
等
の
除
去
は
。

Ｑ　

生
産
物
直
売
所
の
改
善
は
。

鈴
木
忠
雄
議 

員

取
水
し
て
い
る
東
北
電
力
に
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
機
会
あ

る
ご
と
に
要
請
す
る
。

問　

被
害
地
域
の
玉
川
村
・
鏡
石

町
・
矢
吹
町
の
３
町
村
で
話
し
合

い
、
要
請
し
て
は
。

答　

被
害
町
村
と
、
協
力
し
て
要

請
し
て
い
く
。

問　

須
賀
川
市
も
水
利
権
が
あ
る

の
か
。

答　

水
利
権
は
須
賀
川
市
と
東
北

電
力
に
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　

村
民
や
利
用
者
か
ら
、
苦
情
と

不
安
の
声
が
多
く
、
先
行
き
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。

　

村
で
は
、
生
産
物
直
売
所
に
対

し
て
改
善
を
指
導
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

答　

玉
川
村
の
生
産
物
直
売
所
は

「
㈱
こ
ぶ
し
の
里
」が
村
施
設
で
あ

る「
道
の
駅
た
ま
か
わ
」の
指
定
管

理
者
と
な
っ
て
出
店
し
て
、
農
作

物
の
販
売
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
村
で
は
、
㈱
こ
ぶ
し
の
里
へ
６

０
０
万
円（
１
２
０
口
）を
出
資
し

て
お
り
、
ま
た
、
㈱
こ
ぶ
し
の
里
に

は
取
締
役
が
５
名
お
り
、
村
長
が

代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
る
。

　

毎
月
、
全
役
員
の
他
に
２
名
の

監
査
役
を
含
め
、
定
例
の
取
締
役

員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

取
締
役
員
会
で
は
前
月
の
運
営

状
況
を
中
心
に
議
事
を
進
め
、利

用
者・生
産
者・消
費
者
等
の
利
用

に
お
け
る
課
題
、そ
の
他
に
施
設
、

従
業
員
の
管
理
運
営
に
つい
て
協
議

し
、改
善
を
図
って
き
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
民
間
会
社
と
し

て
の
人
格
で
あ
る
㈱
こ
ぶ
し
の
里

に
対
し
て
、
改
善
指
導
を
す
る
に

は
、
株
主
総
会
で
行
う
こ
と
が
、

正
式
な
方
法
と
思
っ
て
い
る
。

　

村
も
40
％
を
出
資
し
、
大
株
主

で
、
村
長
が
代
表
取
締
役
を
務
め

て
い
る
。
直
接
、
村
か
ら
、
改
善

指
導
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

毎
月
の
役
員
会
の
中
で
議
題
と

し
て
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
と
も
、
そ
の
よ
う
な
場
で
、
改

善
に
努
め
て
い
く
。

問　

持
株
比
率
を
、
60
％
か
ら
40

％
に
減
ら
し
た
時
期
は
い
つ
か
。

答　

平
成
18
年
の
５
月
。

問　

持
株
比
率
を
減
ら
し
た
理
由

と
目
的
は
。

答　

中
身
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問　

取
締
役
員
会
に
、
役
場
の
課

長
他
１
名
が
出
席
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
と
目
的
は
。

答　

農
業
振
興
の
た
め
に
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
聞
く
た
め
に
出
席

し
て
い
る
。

問　

村
と
㈱
こ
ぶ
し
の
里
は
、
駐

車
場
と
建
物
の
賃
貸
契
約
を
結
ん

で
い
る
の
か
。

答　

結
ん
で
い
な
い
。

須賀川市と東北電力が管理している乙字ヶ滝上流堰須賀川市と東北電力が管理している乙字ヶ滝上流堰

答

答答

答

答 答

答

答

問

問問

問 問

問

問

問
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議 会 の う ご き議 会 の う ご き

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、実

り
の
秋
、収
穫
の
秋
、人
は
そ

れ
を
喜
び
五
穀
豊
穣
を
祝
っ

て
祭
り
を
行
い
、そ
れ
ら
を
食

し
神
仏
に
報
告
す
る
楽
し
い

行
事
で
あ
り
ま
す
。今
年
は

災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な

く
豊
作
だ
と
思
う
が
、米
価

は
大
幅
に
値
下
が
り
し
、米

農
家
の
心
境
察
す
る
に
余
り

あ
り
ま
す
。日
本
人
の
主
食

の
米
が
、採
算
以
下
の
値
と
な

っ
た
こ
と
に
、米
作
に
対
し
て

生
産
意
欲
の
低
下
が
危
惧
さ

れ
ま
す
。昔
日
本
を
黄
金
の

国
と
思
っ
た
外
国
人
そ
の
豊

か
さ
の
象
徴
が
た
わ
わ
に
実
っ

た
稲
穂
で
、美
し
い
日
本
の
原

風
景
で
あ
り
ま
す
。一消
費
者

と
し
て
、生
産
者
が
報
わ
れ
る

米
価
の
回
復
を
、切
に
願
う
も

の
で
あ
る
。　　
（
小
林
徳
清
）

あ　

と　

が　

き

あ　

と　

が　

き

８月
 ２日 「健康の駅たまかわ」開所式（保健センター）
 11日 福島県消防操法競技大会出場に伴う結団式（村民グランド）
 24日 福島県消防操法競技大会（福島市）
 25日 福島県町村議会議長会監事会議（福島市）
 25日 石川地方議会事務局長会議（石川町）
 27日～28日 町村議会正副議長、事務局長研修会（福島市）
 30日 役職員親善スポーツ大会（村民グランド）
 30日 公立岩瀬病院グランドオープン記念式典（須賀川市）
９月
 ５日 議会運営委員会（議員控室）
 ９日 第43回玉川村少年剣道大会（たまかわ文化体育館）

 10日 第9回玉川村グラウンドゴルフ協会議長杯大会（村民グランド）
 12日～19日 ９月定例会（議場）
 13日 玉川村敬老会（たまかわ文化体育館）
 24日 文教厚生常任委員会（教育施設訪問）
 30日 総務産業建設常任委員会（企業訪問）
１０月
 ２日 あぶくま石川農協玉川支店新築工事安全祈願祭（玉川支店）
 ７日 豊中市議会空港問題調査特別委員会来村（たまかわ文化体育館）
 ８日 石川地方生活環境施設組合臨時会（石川町）
 10日 石川地方住民総参加「地域安全の日」大会（平田村）
 11日 たまかわスポーツフェスタ２０１４（村民グランド）
 17日 ふくしま駅伝選手団結団式（すぱーく玉川）
 21日～22日 全国町村議会広報研修会（東京都）
 24日 須賀川地方広域消防組合議会定例会（須賀川市）
 27日 石川地方町村議会議長会（石川町）
 28日 福島県町村議会議員研修会（郡山市）

8 月

9 月

　文教厚生常任委員会では、玉川村教育委
員と合同で、川辺小学校、泉中学校、玉川第
一小学校を訪問して、それぞれの学校の学
力向上のためのグランドデザインの説明
がなされた。

　総務産業建設常任委員会
では、毎年村内企業を訪問
し工場視察をしています。
　本年は、竜崎地区で精密
加工技術、精密組立技術を
基に半導体製造装置等の製

作を行っている林精器製造㈱玉川事業所と
岩法寺地区で場外舟券発売所を行っている
ボートピア玉川の２社を訪問しました。
　会社の概要や現状の説明を聞いた後、意
見交換が行われました。

10月

議場見学

学校訪問

川辺小の授業川辺小の授業

ロボットでの作業状況（林精器）ロボットでの作業状況（林精器）


